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吉
田
勘
兵
衛
旧
宅
跡

横
浜
市
中
区

長
者
橋
際

二
〇
一
七
年
十
一
月

横
浜
の
大
岡
川
の
河
口

に
は
大
き
く
浅
い
入
江
が

拡
が
っ
て
い
た
。
そ
の
入

江
を
江
戸
時
代
の
初
め
、

江
戸
の
材
木
商
吉
田
勘
兵

衛
が
埋
立
て
新
田
開
発
。

四
代
将
軍
に
よ
り
吉
田
新

田
と
名
付
け
ら
れ
、
吉
田

は
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
た
。

そ
の
吉
田
勘
兵
衛
の
屋

敷
跡
に
、
末
裔
が｢

吉
田

興
産｣

と
し
て
不
動
産
業

を
営
ん
で
い
る
。

目
の
前
の
橋
は
長
者
橋
。

左
に
行
く
と
長
者
町
で
伊

勢
佐
木
町
の
西
端
。
右
に

行
く
と
日
ノ
出
町
。
横
浜

の
繁
華
街
だ
。

大
岡
川
の
河
岸
に
は
、

こ
の
辺
り
か
ら
弘
明
寺
の

観
音
橋
辺
り
ま
で
桜
が
植

え
ら
れ
て
い
る
。

桜
紅
葉
の
観
光
船
が
走
っ

て
い
る
。
こ
の
先
、
南
太

田
で
左
に
折
れ
堀
割
川
に

入
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
ま

ま
行
け
ば
、
三
渓
園
の
辺

り
に
着
け
る
。

堀
割
川
は
江
戸
末
期
に

開
削
さ
れ
た
。

トランプ・安倍秘密会談で何を？

皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

大
騒
ぎ
で
ト
ラ
ン
プ
氏

の
一
行
は
韓
国
、
中
国
へ

飛
び
去
っ
た
。
韓
国
で
は

歓
迎
の
宴
に
元
慰
安
婦
を

招
待
、｢

独
島｣

の
エ
ビ
が

出
た
と
騒
が
れ
て
い
る
。

｢

日
韓
共
同
戦
線
な
ど

あ
り
得
な
い
。
北
へ
の
先

制
攻
撃
、
そ
し
て
戦
争
は

ダ
メ｣

と
文
大
統
領
は
ト

ラ
ン
プ
氏
を
牽
制
？

日
本
で
は
北
の
拉
致
被

害
者
家
族
と
ト
ラ
ン
プ
氏

の
会
談
が
実
現
。

ト
ラ
ン
プ
と
仲
が
良
い

の
な
ら｢

日
本
人
全
て
の

願
い｣

核
兵
器
廃
絶
に
向

け
て
、
ト
ラ
ン
プ
氏
と
被

爆
者
と
の
会
談
も
実
現
す

べ
き
だ
っ
た
の
で
は
？

更
に
、
最
近
の
異
常
気

象
を
み
れ
ば
地
球
温
暖
化

対
策
は
急
務
。
同
時
期
に

開
か
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
３
で

パ
リ
協
定
へ
の
復
帰
を
宣

言
す
る
よ
う
進
言
す
べ
き

だ
っ
た
の
で
は
？

安
倍
氏
は
ト
ラ
ン
プ
氏

の｢

あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を

排
除
し
な
い｣

を
支
持
し
、

｢

北
へ
は
最
大
の
圧
力
を

か
け
る
。
対
話
は
無
駄｣

と
い
う
。
親
友
だ
っ
た
ら

｢

無
謀
な
こ
と
は
考
え
る

な｣

と
云
う
も
の
だ
ろ
う
。

そ
し
て
安
倍
氏
は
ミ
サ

イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
な
ど

米
国
製
の
兵
器
数
千
億
円

も
買
う
と
約
束
。
財
源
も

考
え
ず
に
。

来
日
前
、
ト
ラ
ン
プ
は

対
日
貿
易
赤
字
を
問
題
に

し
て
い
た
が
、
今
回
そ
れ

に
殆
ど
触
れ
て
い
な
い
。

ナ
ゾ
だ
。

ト
ラ
ン
プ
安
倍
秘
密
会
談

二
人
だ
け
の
会
談
に
つ

い
て

勘
ぐ
っ
て
み
る
と
・
・
・

「
憲
法
九
条
改
定
と
、

そ
の
後
、
ト
ラ
ン
プ
の
先

制
攻
撃
へ
の
参
戦｣

｢

日
米

貿
易
で
は
巨
大
な
譲
歩｣

を
約
束
し
た
の
で
は
な
い

か
？い

ず
れ
も
公
表
し
た
ら

日
本
の
世
論
が
許
さ
な
い
。


